
11月松江市議会
中核市関連議案などを議決

　１１月２９日に開会され、１２月１９日に
閉会した１１月定例松江市議会。本年４
月の中核市移行に備えるための関係議
案や、平成１７年以来となる公共料金改
定の条例案件などが提案されました。

　補正予算では、一般会計が１７億
3,048万円余で、繰上償還や財政調
整基金積立金に１０億２，２６９万円を
計上し財政健全化を図る一方、ジオ
パーク・ビジターセンター整備に１，５００
万円、八束学園の義務教育学校移行へ
の整備費２５０万円などを計上しまし
た。また、議員提出の小中学校におけ

るプログラミング教育への支援を求め
る意見書と小中学校へのエアコン設置
に係る補助の予算を拡充することを求
める意見書も提出され、いずれも原案
のとおり議決しました。

（予算金額や提出議案の詳細は市ホーム
ページや市報等をご覧ください）
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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ブログはこちらから

新幹線整備促進議連幹事長に
選任されました

　１２月１９日の定例
議会最終日、「境港出
雲道路整備促進松江
市議会議員連盟」と、
「山陰新幹線･伯備新
幹線整備促進松江市
議会議員連盟」の設立
総会がありました。こ
のうち、野々内は、山
陰新幹線･伯備新幹線
整備促進松江市議会議員連盟の幹事長に選出されました。
　両新幹線の基本計画は１９７３年に閣議決定されましたが凍
結状態で、具体的な進展を促す活動を今後展開していきます。

新幹線を1日も早く山陰へ

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在67歳)出雲郷小学校→
東出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出
雲町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に
退職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成
25年4月2期目当選、平成29年4月3期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをし

ていきましょう。この度後援会だよりvol.26を発行いたしま

したので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

宝満山銅山の学習会

　東出雲町内馬に、宝満山という最盛期には全国23位の
産銅量を誇った銅山があったことをご存知でしょうか。
　12月１６日、地質学の専門家などが集まり、現地の見学
や出雲郷公民館での意見交換を行いました。最盛期の明治
後期から大正時代には約３千人の人口があったようです。
郷土の歴史として、鉱毒という負の遺産の歴史もあります
が、島根県の鉱業を牽引する時代もあった宝満山を誇らしく
思い、今後スポットを浴びせたい宝満山銅山の学習でした。 公民館内での宝満山銅山の学習会 現地での宝満山銅山跡地の見学

横綱陣幕の顕彰事業

横綱陣幕碑での顕彰事業

　平成27年は、郷土が誇る第12代横綱陣幕久五郎通高が横
綱の免状を授かってから150年の記念の年であり、陣幕会(加
藤勇会長)が中心となって各種の顕彰事業を実施しました。
　10月24日には、記念事業として浄財を集め玉垣の修繕事
業が行われた横綱陣幕碑に、日本相撲協会の立田川親方(元
豊真将)が来訪し表敬しました。また、11月26日には、東出雲
ふれあい会館で、150年
を記念する式典がありまし
た。島根県唯一の横綱は
今もって陣幕であり、尾道
市との姉妹都市の縁をつ
ないだのも陣幕です。島
根県から次の横綱が生ま
れることを願っています。

後 援 会 だ よ り J a n u a r y

　昨年の松江市議会議員選挙では３期目の当
選をさせていただきました。その重みをしっかり
と感じながら、初心を忘れずに市民の皆様から
のご意見や課題に取り組んだ一年でした。
　改選後には、会派役員や議会運営の委員の
ほか総合交通対策特別委員長、９月議会では決
算特別委員長なども務めさせていただきまし
た。また、１１月定例市議会では新庁舎建設特別
委員会委員や山陰新幹線・伯備新幹線整備促
進松江市議会議員連盟幹事長に選出されるな
ど、議会の中心での活動の場をいただきました。
　本年は、４月の中核市移行や松平不昧公没後
200年祭記念事業などの一方、地方創生施策
の展開を始め、児童福祉や高齢者福祉など課題
が山積しています。また、松江城山稲荷神社式
年神幸祭(通称：ホーランエンヤ)を１年後に控
え、準備の年でもあります。
　野々内は、諸課題の解決を目指す当初の姿
勢は今も変わりません。松江市の発展や地域の
発展のために、今年も全力を尽くして進みます。

補正予算では 般会計が１７億 るプロ

期目の当
しっかり
皆様から
た。
の委員の
会では決
だきまし
建設特別
線整備促
されるな
きました。
昧公没後
創生施策
など課題
荷神社式
年後に控

当初の姿
や地域の
進みます。すす

最 近 の 活 動から



新潟市の地域イノベーション
推進センター

　

 

経
済
委
員
会
の

　

 

行
政
視
察
か
ら

　

 

先
進
事
例
を

　

 

学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て

①
中
小
製
造
業
の
振
興
策
と
し

て
、航
空
機
産
業
へ
の
参
入
支
援

を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

10
月
に
経
済
委
員
会
行
政
視
察
で
新

潟
市
を
訪
れ
、航
空
機
関
連
産
業
支
援

に「
産
・
学
・
官
」連
携
で
取
り
組
む
状
況

を
学
び
ま
し
た
。国
の
支
援
事
業
採
択

を
受
け
共
同
工
場
を
次
々
と
完
成
し
、

部
品
の
共
同
生
産
と
無
人
航
空
機
の
研

究
･
開
発
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

航
空
機
産
業

へ
の
参
入
支
援
を
本

市
と
し
て
行
う
考
え
は
な
い

か
、支
援
制
度
の
創
設
や
共
同
受
注
の

た
め
に
多
工
程
共
同
工
場
等
の
設
置
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

矢
野
産
業
経
済
部
長  

成
長
分
野
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、品
質
管
理
の
認
証

の
厳
し
さ
や
多
大
な
初
期
投
資
な
ど
が

出
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。情
報
を

提
供
し
、市
の
訪
問
活
動
を
通
じ
て
機

運
醸
成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
支
援
制
度
は
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
改
定
作
業
の
中
で
必
要
な
運
用

を
図
り
、共
同
工
場
は
企
業
の
利
用
見

通
し
を
踏
ま
え
て
改
め
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
食
と
農
に
関
す
る
産
業
支
援
と
し

て
、農
業
生
産
者
を
表
舞
台
に
誘
い

出
す
取
り
組
み
に
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
新
潟
市
食
文
化
創
造
都
市
」の
中

で
注
目
し
た
の
は「
食
と
農
」が
結
び
つ

い
た
取
り
組
み
で
し
た
。生
産
者
・
料

理
人
・
消
費
者
の
新
た
な
つ
な
が
り
の

各
種
事
業
が
行
わ
れ
、特
徴
は
生
産
者

を
表
舞
台
に
誘
い
出
し
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、継
続
的
な
し
っ
か
り
と
し
た

ね
ら
い
を
持
っ
た
事
業
で
し
た
。

　

地
域
産
業
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
地
産
地
消
に
も
役
立
つ

取
り
組
み
を
、本
市
で
も
行
う
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

矢
野
産
業
経
済
部
長  

本
市
で
は
、こ

れ
ま
で
農
林
水
産
祭
な
ど
で
生
産
品

の
魅
力
を
消
費
者
に
直
接
伝
え
、意

見
を
聞
き
、消
費
を
拡
大
す
る
場
を

提
供
。ま
た
、食
の
魅
力
や
大
切
さ
、

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、里

山
マ
ル
シ
ェ
等
の
交
流
の
機
会
の
場
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
潟
市
な
ど
の
取
り
組
み

を
参
考
に
、松
江
な
ら
で
は
の
農
林

水
産
物
と
食
、食
と
観
光
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

 

9
月
の
台
風
18
号

　

 

豪
雨
の
教
訓
を
活
か
す

　

 

こ
と
に
つ
い
て

①
意
宇
川
流
域
に
避
難
勧
告
が

出
た
が
、避
難
判
断
水
位
の
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

　

台
風
１８
号
豪
雨
で
意
宇
川
流
域
に
避

難
勧
告
が
出
た
際
、意
宇
川
出
雲
郷
観

測
所
で
は
、最
大
3
・
0
0
ｍ
の
水
位
を

記
録
。こ
こ
の
避
難
判
断
水
位
は
2
・

8
0
ｍ
で
、平
成
28
年
度
に
3
・
1
0

メ
ー
ト
ル
か
ら
変
更
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
。そ
の
理
由
と
未
実
施
の
流
域
住

民
周
知
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

多
久
和
防
災
安
全
部
長  

内
閣
府
が
示

す
指
針
の
改
訂
を
受
け
て
、平
成
28
年
度

島
根
県
に
よ
り
避
難
判
断
水
位
等
が
変

更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

県
で
は
設
定
水
位
も
見
直
す
と
の
こ
と

で
、市
で
も
関
係
住
民
の
皆
様
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、適

切
な
水
位
設
定
が

さ
れ
る
よ
う
協
議

し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、そ

の
結
果
は
流
域
住

民
や
消
防
団
な
ど

おうえ橋からの平常時の意宇川

関
係
機
関
への
周
知
も
考
え
て
い
ま
す
。

②
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
が
唐
突

感
は
否
め
な
い
。そ
の
前
後
の
消

防
団
等
の
出
動
態
勢
を
伺
う
。

菅
井
消
防
長  

消
防
団
は
、原
則
、消
防

本
部
の
指
令
に
よ
り
出
動
。本
件
は
15

時
に
水
防
準
備
態
勢
への
移
行
、18
時
50

分
氾
濫
水
位
到
達
を
全
消
防
団
員
に

情
報
提
供
。そ
の
後
、20
時
30
分
の
避
難

勧
告
発
令
を
受
け
て
管
轄
消
防
団
に
出

動
を
指
令
し
、消
防
団
3
分
団
と
常
備

消
防
が
連
携
し
、意
宇
川
下
流
域
で
避

難
広
報
、避
難
誘
導
及
び
警
戒
巡
視
を

行
な
い
ま
し
た
。

③
支
所
と
の
連
携
に
つ
い
て
、あ

る
程
度
対
応
を
任
せ
る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

多
久
和
防
災
安
全
部
長  

よ
り
現
場
に

近
い
支
所
が
自
ら
判
断
し
臨
機
の
対
応

す
る
こ
と
は
当
然
だ
と
考
え
て
い
ま
す

し
、可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
住
民
周
知
は
適
切
に
行
わ
れ
た

と
考
え
る
か
、今
後
に
備
え
対
策
が

必
要
だ
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

多
久
和
防
災
安
全
部
長  

今
回
は
、地

域
防
災
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
伝
達

方
法
を
使
う
と
と
も
に
、消
防
団
員
に

よ
る
広
報
車
広
報
、地
区
に
よ
っ
て
は
個

別
に
声
か
け
を
行
な
い
広
報
し
ま
し
た
。

今
後
も
そ
の
必
要
性
に
つい
て
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
避
難
場
所
へ
の
指
定
と
誘
導
は

適
切
だ
っ
た
か
、市
民
と
話
し
合

い
対
策
と
周
知
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
、対
応
を
伺
う
。

多
久
和
防
災
安
全
部
長  

今
回
は
避
難

所
を
右
岸
と
左
岸
に
分
け
て
の
避
難
勧

告
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
も
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

⑥
今
回
を
教
訓
と
し
て
、松
江
市

全
域
で
の
避
難
や
対
処
の
計
画
を

ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

多
久
和
防
災
安
全
部
長 

市
内
に
は
氾

濫
に
よ
る
水
害
に
警
戒
が
必
要
な
多
く

の
河
川
が
あ
り
、個
別
の
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
に

対
し
て
、命
を
守
る
た
め
の
重
要
な
考
え

方
、対
応
方
法
に
つ
い
て
一
層
の
周
知
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

待
機
児
童
対
策
に

　

 

つ
い
て

①
休
職
す
る
際
に
企
業
の
理
解
と

協
力
が
欠
か
せ
な
い
が
、中
小
企

業
等
の
理
解
を
進
め
る
た
め
、事

業
所
へ
の
協
力
要
請
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

市
で
は
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
努

力
を
し
て
い
ま
す
が
、休
職
を
し
て
安

心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
に
は
、育

児
休
業
中
の
手
当
て
や
復
職
後
を
約
束

す
る
企
業
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

商
工
団
体
加
入
事
業
者
や
未
加
入
小

規
模
事
業
所
に
も
理
解
と
協
力
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。本
市
の
事
業

所
へ
の
協
力
要
請
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長  

育

児
休
業
の
取
得

に
つ
い
て
、小
規

模
の
事
業
所
に

対
し
て
も
働
き

か
け
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、

国
、県
、商
工
会
議
所
も
参
加
を
い
た
だ

き
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
の
検
討

の
場
を
今
後
設
け
て
、小
規
模
の
事
業

所
に
対
し
て
も
理
解
を
得
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
月
議
会
予
定

21
日（
水
）

2
月

本
会
議

（
会
期
の
決
定
、提
案
説
明
）

1
日（
木
）

3
月

予
算
委
員
会

（
質
疑
、分
科
会
分
担・委
託
）

2
日（
金
）・
5
日（
月
）

総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

6
日（
火
）

7
日（
水
）
教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会

教
育
民
生
分
科
会

9
日（
金
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会

経
済
分
科
会
、

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

12
日（
月
）・
13
日（
火
）

建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会

建
設
環
境
分
科
会

16
日（
金
）
予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

22
日（
木
）
本
会
議（
委
員
長
報
告
、

質
疑・討
論・採
決
）、閉
会

26
日（
月
）・
27
日（
火
）一
般
質
問

28
日（
水
）一
般
質
問・議
案
質
疑・

委
員
会
付
託

　

野
々
内
は
、１１
月
定
例
市
議
会

で
は
連
続
25
回
目
と
な
る
一
般
質

問
を
行
な
い
ま
し
た
。一
問
一
答
方
式

で
大
き
く
3
問
を
質
問
し
ま
し
た

が
、そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
解
決
に
向
け

て
前
進
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

一
般
質
問

Q

Q

Q

子どもたちの未来づくりは大人の責任です

8
日（
木
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会
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